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● 設 立 :  2015年3月
● ビジネス :  次世代有機EL発光技術TADF/Hyperfluorescence™のスタートアップ

マテリアルズインフォマティックスKyumaticによる飛躍的な開発スピードを達成
● 本 社 :  日本 福岡市
● 米国拠点 :  米国 Boston, MA （Kyumatic開発）
● 従業員 :  75名＋ 出身：日本、中国、韓国など7か国・地域

戦略 ＆ リード株主
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J-Startupに選定
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Silicon 100: Emerging 

Startups to Watch”
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有機EL いま・あした

Mercedes Benz EQSSamsung Galaxy Fold4 Apple iPhone 14
https://www.apple.com/jp/shop/buy-iphonehttps://www.galaxymobile.jp/galaxy-z-fold4/

SONY PlayStation VR
https://www.playstation.com/ja-jp/ps-vr/

LG Electronics
Rollable OLED TV

https://www.mbusa.com/en/future-vehicles/mbux-hyperscreen#gallery

https://www.lg.com/global/lg-signature/rollable-oled-tv-r
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発光原理

S1の励起子が発光 S1からT1に移動、T1の励起子が発光 T1の励起子がS1に移動しS1から発光

効率 低い：内部量子効率25％ 高い：内部量子効率100％ 高い：内部量子効率100％

色純度 高い：半値幅15～30nm 低い：半値幅60～80nm 低い：半値幅70～90nm

コスト 低い：レアメタル不要 高い：レアメタル必要 低い：レアメタル不要

発光色 赤、緑、青 赤、緑 赤、緑、（青：難しい）

蛍 光

1987
1st Gen

り ん 光

1999
2nd Gen

TADF

2012
3rd Gen

有機EL発光技術；蛍光、りん光、TADFの比較
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発光原理

効 率 高い：内部量子効率100％ TADFと蛍光を組み合わせ
TADFが高効率化、蛍光が高色純度を分担

① 励起子がTADFのT1からS1に移動
⇓

② 励起子がTADFのS1から蛍光のS1に移動
⇓

③ 蛍光のS1から発光

色純度 高い：半値幅20～30nm

コスト 低い：レアメタル不要

発光色 赤、緑、青

2014
4th Gen Hyperfluorescence™

Hyperfluorescence™; 究極の発光技術

①②

③
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Hyperfluorescence™有機ELの構造

有機ELの構造（断面）

基 板

カソード

アノード

電子輸送層

発光層

正孔輸送層

有機EL 構造例

電子ブロッキング層
正孔輸送層

基板

正孔ブロッキング層

カソード

アノード

電子輸送層

ー

＋

＋

ー

正孔注入層

発光層

Host

蛍 光

TADF
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狭い発光スペクトルによって色純度の高い発光を実現する
• 発光スペクトルの半値幅: FWHMが20 nm以下にできる

高い輝度の発光を実現する
• 青色に使われる蛍光に比べ4倍の発光強度
• 赤・緑色に使われるりん光に比べ2倍の発光強度

 りん光と比較し優れたコスト競争力を有する
• レアメタル（イリジウム）が不要

次世代のディスプレイUHDTV(BT.2020)の規格を満足する

Hyperfluorescence™ 究極の有機EL発光技術

Hyperfluorescence™の特長

波 長

発
光

強
度

(a
.u

.)

Hyper-
fluorescence™

発光スペクトル

り ん 光

蛍 光

Hyperfluorescence™蛍 光

蛍光に比べ4倍以上の発光強度を実現

有機ELのゲームチェンジャー

りん光 〇

効 率

×

コスト

×

色純度

100％ High
レアメタル
必要

Low

蛍 光 × 〇 〇25％ Low High

効 率 コスト 色純度

〇 〇 〇Low High100％Hyper-
fluorescence™
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蛍光の4倍の発光効率 RGB全ての色で高効率と高色純度発光を実現
トップエミッションでは次世代UHDTV (BT.2020)の規格を満たす

優れたコスト競争力（イリジウム不要）

リン光 Hyperfluorescence™
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N
N N

CNNC
N

Iridium

Hyperfluorescence™ 究極の有機EL発光技術

TADF HF

TADF HF

TADF HF

DCI-P3
BT.2020

BT.709
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2009 2010 2011 2012 2013 2014 20162015 2017 2018 2019 2020 2021 2022

九州大学 OPERA

産学官連携による先端材料の事業化への取り組み

基
礎
研
究

応
用
技
術
開
発

事
業
化
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開発委託

共同研究

JST ERATO Project

OPERA設立 内閣府FIRST

基本特許の譲渡

世
界
初
の

H
yperfluorescence

™

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
発
売

米
国
子
会
社
設
立

ハ
ー
バ
ー
ド
大
か
らM

I
を
導
入

(株)Kyulux

i3-opera: ふくおかIST

H
yperfluorescence

™
発
明

 基礎研究～応用技術開発～事業化
を推進するイノベーションエコシステム

 産学官共同プロジェクト（公的資金活用含む）
として拠点を整備

 各拠点との連携によりクリーンルーム・分析機器を
有効活用し、材料開発を効率的に推進

 最先端マテリアルズインフォマティックス(MI)による
開発の加速

H
yperfluorescence

™
の
事
業
化
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2つの基本特許

TADF（発光）Hyperfluorescence™
（アシスタントドーパント）

Kyuluxは2つの重要基本特許の権利を保有する唯一の企業
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HF基本特許と材料特許の組合せによるKyuluxの競争優位

HF特許：材料物性パラメーター、及びデバイス構造

材料特許: Kyuluxが九州大学
から取得した特許

材料特許: Kyulux出願

材料特許：新規物質の特許

材料特許: 他社出願

 パネルメーカーが他社のTADF材料
を採用する場合は、KyuluxからHF
のライセンスを受けないと事業化でき
ない可能性が高い

 HF基本特許と組み合わせることで、
材料事業においての競争優位を有
する
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知的財産権取得状況

日 本
29%

米 国
17%

中 国
12%

韓 国
8%

台 湾
7%

欧 州
6%

PCT
(移行前)
21%

599 (’22年10月）

226 (’22年10月）

• Kyulux設立
• TADF特許、 HF特許の

独占実施権を獲得
• 九州大学からTADF材料

特許の譲渡を受ける

• 九州大学からHF特許の
譲渡を受ける

17



Kyulux ©2022

調査活動
• 特許調査
• 技術動向調査
• 知財訴訟関連の国際動向調査

出願・権利化
• 新規出願・分割出願
• 中間処理
• 九州大学他からの特許譲渡対応
• 特許料の減免制度、福岡県中小企業

等外国出願支援事業等の積極活用

事業における競争優位の確立
• 知財面からの経営戦略立案・支援
• Fighting Patentの権利化
• Freedom To operate (FTO)対策
• IPAS事業採択による知財戦略策定

知的財産活動と外部連携

法律事務所A

知的財産部
法 務 部

コンサルタント

特許事務所F

調査会社C

特許事務所G

調査会社D

調査会社E

法律事務所B

米国パートナー

中国パートナー

中国パートナー

米国パートナー

欧州パートナー
18
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材料合成計測/解析
デバイス
作 製

新規分子
アイデア

実験データ
材料物性

量子化学・デバイス
シミュレーション

実験データ解析
マネージメント

AI
マシン・ラーニング

分子
自動生成

Kyumatic
Kyumaticはハーバード大学から導入した基本システ

ムにデバイスシミュレーション、実験データ解析の機能を
加えた、独自のマテリアルズインフォマティックス（MI）
システム

20万回を超えるシミュレーション結果、全ての実験デー
タを連携させ高精度でハイスループットな物性予測、材
料組合せの最適化を実現

マルチ機能を統合したAI・データマネジメントシステムを
クラウド上に構築し最高のコストパフォーマンスを実現

数多くの分子、デバイスアイデアを提案することで材料
開発スピードを飛躍的に高める

世界中の拠点からクラウド上のR&Dシステムにアクセス
することで高効率な開発を実現

Kyumatic : マテリアルズインフォマティックスの概要

20



Kyulux ©2022

Under development 
2021             ～ 2023

Kyumaticにより材料開発スピードは100倍向上

Material design  
by Experience / 
Intuition & QC

H
N

NaH, THF

NC CN
F

F
F

F

NC CN
N

N

N

N

開
発
の
相
対
的
ス
ピ
ー
ド

10x

100
x

1,000
x

AI-Gen1 AI-Gen2 AI-Gen3

10,000x

発光層材料の
組合せ最適化

分子探索＆設計

Conventional

1

デバイス構造の
最適化

合成ルートの最適化

AI-Gen4

Current Planning

物性/パラメータの予測

パラメータ

AI-Gen4
合成ルート
最適化

合成ルート

純度、収率

AI-Gen3

デバイス
特性予測

寿命

励起子の制御

再結合ゾーン

電流―電圧―輝度特性

AI-Gen2

発光層
材料組合
最適化

HOMO/LUMO

発光効率(PLQY)

消光時間

電荷移動

屈折率

AI-Gen1

材料物性
予測

発光スペクトル

吸光スペクトル

エネルギー準位

デバイスパフォーマンス
材料物性

Lifetime

EL spectrum

EQE curve

JV curve

HOMO
LUMO 
𝝺𝝺em
S1
T1
PLQY
Mobility
…

Kyumatic の展開
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アウトソース
量産時の

大量合成委託
Kyulux 商 社 パネルメーカー セットメーカー中間体

化学メーカー

AMOLEDパネルメーカーとの協働材料メーカーとのコラボによる発光層の最適化

量産時の委託合成

開発パートナーとサプライチェーン

A社：韓国

B社：韓国

C社：日本

D社：日本

E社：中国

F社：中国

G社：中国

【検討材料】
 ホスト
 蛍光材料
 周辺材料

【要求項目】
高純度
 コスト競争力
大量合成

【地 域】
日 本
中 国
韓 国

α   社

β   社

γ 社

A    社

B 社

C 社

Kyulux Confidential

量産時の中間体購入

【要求項目】
高純度
 コスト競争力
大量合成

【地 域】
日 本
中 国
韓 国

a    社

b 社

c 社
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Hyperfluorescence™の寿命の進展
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Hyperfluorescence™ 有機ELのゲームチェンジャー

Hyperfluorescence™
(赤, 緑, 青)

り ん 光 (赤, 緑)
蛍 光 (青)

市
場

規
模

Internal projection based on a DSCC’s market research report

Hyperfluorescence™
現在の発光材料を置き換える

ゲームチェンジャー

OLED 市場シェア 2025

45.2M ㎡

SDC

LGD
BOE

CSOT

Tianma
VisionoxEDO

緑
色
・
赤
色
の
量
産
を
計
画

青
色
の
量
産
を
計
画

世
界
初
の

H
yperfluorescence

™

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
発
売

N
asdaq IPO

を
計
画

Kyulux

創
業

‘30‘14 ‘23 ‘24 ‘25 ‘26‘15 ‘16 ‘17 ‘18 ‘19 ‘20 ‘21 ‘22 ‘27 ‘28 ‘29
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Hyperfluorescence™
A game changing technology of OLEDs

Hyperfluorescence™
A game changing technology of OLEDs

Hyperfluorescence™
A game changing technology of OLEDs

Hyperfluorescence™
A game changing technology of OLEDs
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Hyperfluorescence™
有機ELの未来を創るゲームチェンジャー




